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今
回
か
ら
、
第
四
十
回
鳥
取
市
民
美
術
展
覧

会
（
七
月
一
日
〜
八
日
、
鳥
取
県
立
博
物
館
）

で
入
賞
し
た
作
品
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
美
術
展
に
は
、
県
東
部
か
ら
、
日
本
画
、

書
道
、
工
芸
、
彫
刻
、
洋
画
、
版
画
、
デ
ザ
イ

ン
、
写
真
の
八
部
門
に
三
百
九
十
八
点
の
応
募

が
あ
り
、
市
展
賞
に
二
十
二
点
、
協
賛
団
体
賞

に
八
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
と
熱
意
が
う

か
が
え
る
作
品
が
多
く
、
ま
た
部
門
に
よ
っ
て

は
、
高
校
生
な
ど
の
若
い
年
齢
層
か
ら
の
出
品

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

栂尾裕雪さん

小寺政恵さん

お
も

学
生
の
頃
か
ら
油
絵
を
や
っ
て

い
て
、
今
回
は
二
回
目
の
入
賞
で

す
。
私
は
特
に
、
人
間
の
形
の
美

し
さ
を
表
現
す
る
裸
婦
が
好
き
で
、

こ
の
作
品
は
構
想
か
ら
一
年
が
か

り
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
自
分
流
に
人
間
の
内
面
を
表

現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
標
は
、
独
立
美
術
展
に
入
選
す

る
こ
と
で
す
。

書
道
は
運
筆
の
リ
ズ
ム
と
白
黒
の
バ

ラ
ン
ス
が
大
切
で
、
特
に
漢
詩
は
、
そ

の
作
品
の
要
と
な
る
文
字
が
あ
る
か
ど

う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
の
作
品
の

場
合
は
二
行
目
の
最
初
の
「
暗
香
浮
動

月
」
で
す
が
、
こ
の
字
と
周
囲
の
字
と

の
バ
ラ
ン
ス
に
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
我
流
に
な
ら
ず
、
古
典
に
習

っ
て
、
躍
動
感
の
あ
る
作
品
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

じ
ょ
う
も
ん

中江美千代さん

入
選
す
る
だ
け
で
い
い
と
思
っ
て
い

た
の
に
、
い
き
な
り
市
展
賞
で
本
当
に

び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
藍
染
は
五
年

ぐ
ら
い
教
室
に
通
い
な
が
ら
や
っ
て
い

ま
す
。
中
央
部
の
模
様
を
い
か
に
は
っ

き
り
出
す
か
が
大
変
で
し
た
。
作
品
名

は
、
完
成
し
た
作
品
を
見
て
、
夫
が
直

感
で
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地

味
だ
け
れ
ど
コ
ツ
コ
ツ
と
マ
イ
ペ
ー
ス

で
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。


